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松永 幸大 先生 
 
高等真核生物のゲノムは DNAとヒストンからなるクロマチンファイバーとして細胞

核中に存在し、体細胞分裂時には高度に凝縮した分裂期染色体を形成する。この染色体

形成機構は細胞分裂期のダイナミックな生命現象の一つである。この現象を解明するた

めに、講演者らはヒト培養細胞とシロイヌナズナなどを研究材料に使用して研究を進め

ている。 
染色体局在タンパク質を網羅的に明らかにするために、ヒト子宮頸ガン細胞 HeLa細

胞を用いて中期染色体の高純度精製法を確立し、染色体プロテオーム解析を行った。質

量分析の結果、200種類以上のタンパク質を同定し、その局在パターンから染色体コー
トタンパク質群、染色体表層タンパク質群、染色体構造タンパク質群、染色体繊維状タ

ンパク質群からなる染色体 4層モデルを提唱した(1)。RNAiによる網羅的ノックダウン
機能解析を行い、染色体表層タンパク質群も染色体動態に役割を果たすことを見出した

(2-3)。さらに、姉妹染色分体の接着に関与する因子も見出した (4)。 
次に、植物の染色体局在タンパク質を探索するために、GFP 融合タンパク質を用い

て、染色体や核に局在するタンパク質をスクリーニングした。その中の一つはオーロラ

キナーゼをコードしていた。1つのパラログは分裂期紡錘体、もう 1つは動原体に局在
した(5)。植物オーロラキナーゼのノックダウンラインを確立したので、オーロラキナ
ーゼの発生･分化における役割も考察したい。【松永幸大】 
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